
 

 

曲紹介 
 

*****第 1 部***** 

◆ソルフィング・ソング                                Ｔ.タリス作曲 

Thomas Tallis(c.1505-1585)は16世紀イングランドを代表する音楽家。王室礼拝堂の

オルガニスト。William Byrd は彼の弟子。この”Solfynge Songe（古英語）”は、教会での

sol-fa-ing に使われた曲集の中の一曲で歌詞が付けられていません。           

 

◆アダージョ Ｋ.411                           Ｗ.Ａ.モーツァルト作曲 

原曲は２本のクラリネットと３本のバセットホルンによる編成(原調は変ロ長調)。フリー

メーソン(会員同士の親睦を目的とした友愛結社)の儀式用に作曲されました。入会儀

式は秘密とされた為好奇心をかき立てたとも言われています。この曲は、結社会員の

荘重な入場の為の音楽で、フリーメーソンの<戸を叩くリズム>が暗示されています。 

                   

 

◆ラ・スパーニャ                             ジョスカン.デ.プレ作曲? 

「ラ・スパーニャ（スペイン）」は5つの声部から成るバス・ダンス（ルネサンス後期の宮

廷舞踊の一種）で、通模倣様式と呼ばれる当時の最新技法を駆使して作られており、

第3声部の定旋律を軸に、他の4声部がお互いに模倣し合いながら、独立した旋律を

華やかに展開します。太鼓の響きと共にお楽しみください。                   

 

◆主よ、平和を与えたまえ                            Ａ.ペルト作曲 
Da pacem, Domine, in diebus nostris  平和を与えたまえ、主よ、我らの日々に 
Quia non est alius                   あなたをおいて他にいらっしゃらないのだから 
Qui pugnet pro nobis                 我らのために戦ってくださる者は 
Nisi tu Deus noster.                 我らの神であるあなたをおいては。 

-2004年 爆破テロ事件の犠牲者を悼んで-        

 

*****第 2 部***** 

◆「ジャズ三景」より                                     Ｇ.マッカーノン作曲 

１．The Things My Baby Does to Me 

 ２．Under the Moon、Under the Stars 

グレッグ・マッカーノンは、現代アメリカの作曲家。この曲は伝統的なジャズの様式か

ら和声、リズム、奏法等を幅広く取り入れています。1曲目の「あの娘が僕にしてくれる

こと」はガーシュイン風、2曲目の「月影で 星影で」は理髪店コーラス風と、それぞれ

の色合いが活かされていて聴衆も演奏者も共に楽しめる曲になっています。        

 

 

 

 

◆ときの過ぎゆくままに (映画「カサブランカ」より)    

Ｈ.ハップフェルド作曲  金子健治編曲 

1931年ブロードウェイ・ミュージカルのため作曲され、1942年には映画「カサブランカ」 

でドーリー・ウィルソンが弾き語り、広く親しまれるように。戦争の不条理に翻弄される

男女の印象的なシーンに流れるメロディが、映画を彩ります。愛の普遍性を歌った名

曲に、グラスを傾けたくなります。                                            

 

◆アマポーラ （映画「ワンス・アポン・タイム・イン・アメリカ」より）   

Ｊ.ラカジェ作曲  金子健治編曲 

CM などでお馴染みのこの曲は、スペイン出身の作曲家ホセ・ラカジェが1922年に発

表しました。「アマポーラ」はスペイン語で「ヒナゲシの花」を意味し、ヒナゲシの花を愛

しい人に見立てたラブソングとなっています。～♪ひなげしよ、美しきひなげしよ、いつ

だって僕の心は君だけのもの～今日は、愛しい人への思いを優しく甘い演奏でお届

けします。                                                               

 

◆愛の讃歌                          Ｍ.モノー作曲  金子健治編曲 

フランスシャンソン最盛期、シャンソン界最大の女性歌手といわれたエディット・ピアフ

が作詞し、1950年に創唱した名曲。当時彼女は最愛の恋人を想いながらも、禁断の

恋ゆえに終止符を打とうとしていました。本日はその歌詞に込められた想いを、私た

ちエスカルゴらしい演奏で表現します。                                

 

*****第 3 部***** 

◆パッサカリアとフーガ ＢＷＶ582           Ｊ.Ｓ.バッハ作曲  二村重和編曲 

パッサカリアは17世紀に流行した変奏様式で、バッハの作品はその「とどめ」といえる

金字塔的存在です。20回繰り返される低音の定旋律上で、性格の異なる変奏が展開

され、後半の壮麗な二重フーガに続きます。オルガンでは聞き取りにくい音型もリコー

ダーではクリアに出て大緊張。危険?な低音楽器の途中持ち替えも見どころです      

 

◆協奏曲「夜」 ＲＶ104            Ａ.ヴィヴァルディ作曲  Ｊ.カシニョール編曲 

18世紀イタリアの夜の風情を描いているといわれるこの曲は、急ー緩ー急という三楽

章形式から離れ、緩ー急を繰り返す自由な形式となっています。第一楽章はゆったり

としたテンポではじまり、続いて「妄想」と題される激しいメロディーが繰り広げられま

す。第二楽章は「眠り」と題された静かな曲。第三楽章は夜明けを待ち望むようなアレ

グロで締めくくられます。                                                    

 

◆協奏曲 TWV44：43                 Ｇ.Ｐ.テレマン作曲  Ａ.マーチン編曲 

原曲は3つのオーボエ、3つのヴァイオリンと通奏低音のために作曲された協奏曲で

すが、リコーダー向けに移調し、オーボエをソプラノリコーダー、ヴァイオリンをアルトリ

コーダー、通奏低音はバスリコーダーで演奏するよう編曲された楽譜を使用。テレマ

ンらしい、親しみやすく、印象深く、生き生きとした活力を感じさせる作品です。        


